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    整備推進委員会事務局

新校舎・屋内運動場等建設工事の工期延長経緯を説明

1 月 31 日、室根曲ろくふれあいセンターにおいて、第 14 回室根地域小学校統合整備推進委員会を

開催しました。会議には委員、教育委員会、市役所工事担当課、工事関係業者ら 38 人が出席。４月

25 日に竣工予定だった新校舎・屋内運動場等建設工事の工期を 6 月末まで延長し、新校舎の使用開

始時期は２学期からになる見込みであることを報告しました。

工期延長の理由は、新型コロナウイルス感染拡大に伴い、海外の建築資材の工場が稼働を停止し、

日本国内での資材の供給に支障が生じているためで、具体的には、外壁の施工に用いる下地材と、受

変電設備の施工に用いる高圧ケーブルの納入が停滞しており、外壁の施工及び足場を撤去した後に実

施する工程と、受電開始後に実施する工程が遅れていることが、工事関係者から説明されました。

出席委員からは、世界的な事象であり仕方がないと思うが、これ以上遅れないよう願うしかないと

いった声がありました。また、中学校のグラウンド使用への影響について質問があり、工事担当課か

ら、工程等を工夫し、中学校の授業や部活動の支障をなるべく少なくできるようにしたいとの回答が

ありました。

統合小学校の学校づくりについての意見は下記まで

室根地域小学校統合整備推進委員会事務局／一関市役所室根支所地域振興課内

TEL／0191-64-2111 FAX／0191-64-2115 MAIL／muroshinko@city.ichinoseki.iwate.jp 

工期の延長により、一

学期中は、室根東小学校

の校舎を仮校舎として使

用し、放課後児童クラブ

も室根市民センターを利

用することとなり、夏休

み期間に引っ越し作業を

行い、二学期から新校舎

を使用する見込みである

ことが確認されました。


